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タイムスケジュール
時間 （分） 内容

13:00～13:10 10分 開会・市の取り組み

13:10～13:25 15分 i-Constructionの概要

13:２５～14:２５ 60分 3D設計データ作成体験

14:２５～14:40 15分 現場へ移動

1４:40～15：35 55分 3次元設計データ活用体験（屋外）

15：35～15:５0 1５分 会場へ移動

１５：５０～１６：２０ ３０分 ICT出来形管理

１６：２０～１６：３０ １０分 アンケート・閉会



CONTACTとは

i-Constructionの普及を推進するためのグループ



i-Constructionの現状



土木工事の内訳

土木工事における請負契約額内訳(R4)

国

19％

独立行政法人

3%

政府関連企業等

12%

都道府県

28%

市区町村

29％

地方公営企業

6%

その他

3%

出典: 国土交通省報告資料 建設工事受注動態統計調査より

20兆
4,872億円

半分以上が
自治体で占められている

57％

各自治体で生産性向上
が必要

国：19％＜ 自治体：54%

中小規模現場で活用

目標:20％向上



2024年問題



時間外労働の上限規制
〈改定前〉
法律上は、残業時間の上限がありませんでした。
（行政指導のみ）

〈改定後〉
法律で残業時間の上限を定め、これを超える残業は
出来なくなります。(災害の復旧・復興事業を除く)

大臣告示による上限
(行政指導)

法定労働時間
1日8時間 週40時間

残業時間
月45時間 年360時間以内

上限なし
(年間6ヶ月まで)

法定労働時間
1日8時間 週40時間

残業時間
月45時間 年360時間以内
＝1日残業2時間程度

法律による上限(原則)

年間6ヶ月まで
月80時間
＝1日残業4時間程度

法律による上限
(特別条項)
年720時間以内
複数月平均80時間以内*
月間100時間未満*
*休日労働を含む



効率化UP

紙図面 デジタル
事務所

現場

事務所

現場 １人２人

・日々の計算
・経験が必要

・計算不要
・だれでもわかる

・かんたん
・だれでもできる

・技術が必要
・教育が難しい

これまで これから



小規模現場への対応方法



発注図面

基準点

平面図

縦断図

横断図
3次元化

これが基本ですが、その他の簡易的に
3次元設計データを作成する方法も
ございます(小規模でもできる方法あり)

まずは3次元設計データの作成！

3次元設計データ



で3次元設計データの作成！

始点と終点となる
基準点座標2点を入力

↓
断面形状を入力

↓
データ出力

↓
現場に持って行く！

部分的な設計データ

Excel



3次元設計データの作成について

これまで通りの方法

3D-CADで作成する場合

簡単な方法

Excelで作成する場合

3次元設計データの作成には、3つの方法があります

現場合わせの作成方法

ショベルで作成する場合
（自動追尾のTS）



杭ナビ
（自動追尾のTS）

測量ソフト

現場合わせの作成方法



基準点を2点記録

始点、終点として路線作成

幅、高さ、勾配を設定

3次元設計データ完成

現場合わせの作成方法



杭ナビ
（自動追尾のTS）

小型ショベル

現場合わせの作成方法



ICT建機(ショベル)を用いてつくる施工データも
認められています！

①刃先で計測

②現場合わせで作成

XYZ XYZ

ミラーバケット

ミラーで行っていたことが
刃先に代わるだけです

現場で作成する場合

現場合わせの作成方法

座標が分かることによって



測量 設計

施工 検査

色々な工程で３次元データを活用する

3次元設計データ

核



一般的な起工測量

1点ずつ2人で測量

変化点ごとに横断



精密

レーザースキャナとは

TSと同様の感覚

レーザーで直接計測

再現性が高い

360度計測



点群活用のメリット

あの点、
取り忘れてしまった…

ここの
断面が必要になった…

現場の土量を
出したい…

現場をそのまま
持って帰ることができる

３D設計

３D現況

点：XYZ

縦横断図
切土：●●㎥
盛土：〇〇㎥

点群＝点の集まり

必要な情報をいつでも
取り出せる



測量 設計

施工 検査

色々な工程で３次元データを活用する

3次元設計データ

核



施工で3次元データを使う



杭ナビを活用することでマシンガイダンス
(ICT施工)に対応できるようになります

小型ショベル対応

小規模現場でのICT施工の方法

現状と設計との
差の計算

Android
タブレット

杭ナビ＝センサー

360°
プリズム

重機の位置を測量

4つのセンサー

①ボディ
②ブーム
③アーム
④バケット

本体、ブーム、アーム、
バケットの姿勢を計測

システム全体管理
刃先座標計算

コントローラー



近年下水入替え工事増加の見込み
下水管の老朽化が進んでおり改築事業
（入替）の実施件数増加

床掘り時高さ確認必要無し

×

掘削深さが深い場合、
床掘りの高さ確認が大変

確認作業無しで
どんどん掘削作業を進められる！

小規模現場での活用例

国土交通省：下水道の維持管理



どこでも測れる魔法の杖

GNSS

魔法の杖３次元
設計データ

場所を気にせず
どこでもチェック可能

TS



測量 設計

施工 検査

色々な工程で３次元データを活用する

3次元設計データ

核



出来形管理で使える道具

単点計測技術

モバイル端末

多点計測技術

レーザースキャナ



現場を楽に！



3D設計データと施工データ
作成体験

実際に体験！



3Dレーザースキャナ＋点群

杭ナビショベル快測Scan

生産性向上への効率化の第一歩を体験！

杭ナビ



第２回 ICTユーザーカンファレンス

2023年5月25日（木）
CONTACT主催により「第2回ICTユーザーカンファレンス」を実施しました。

小規模現場でICT技術を活用し、生産性の向上を図られたユーザー様5社の事例を発表いただきました。

・株式会社寺岡建設 様（広島県）

『ICTってなんじゃろ？』

・株式会社郷土建設藤村組 様（新潟県）

『地方発 建設DX』

・福島建機株式会社 様（福島県）

『福島の建機販売店が『本気』でICT施工に取り組んでみた！』

・ヤマヨシ髙橋組株式会社 様（宮城県）

『ICT for anything.』

・東京鋪装工業株式会社 様（群馬県）

『測量DXの導入で小規模工事の効率化を実現』

ホームページ https://www.youtube.com/@CONTACT-Movie/playlists



ご相談を希望の方は
こちらのQRコードから
お問い合わせください！

コチラからお問い合わせください

Email: support@contact.gr.jp
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